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１．はじめに――盲目から洞察へ 
弁証法との決別、線的あるいは体系的思考の拒否は、エリアス・カネッティ(1905-1994)
の思考態度の特徴である。彼が思考のあり方を模索した『群衆と権力』(1960)も、唐突で
非連続的なアナロジーや直観的認識に満ちている。1そのような彼が「現実への道のひとつ
は絵画を経由している」2というとき、絵画は現実として直観したものを可視化する媒体の
一つとして重要な意味をもつ。 
「現実への道のひとつは絵画を経由している」――そうした経路をカネッティはいくつ
かの絵画に発見している。彼は、ブリューゲルの『盲人の寓話』（1568）に盲目を、『死の
勝利』（1562）には死者と生者の群衆と両者の闘争を見ていた。中でも、彼が最も早い時期
に遭遇した絵画は、フランクフルトのシュテーデル美術館にあるレンブラントの『目を抉
られるサムソン』(1636)である。3カネッティは、「それを見た者は失明とは何かを知るし、
失明をいたるところに見る」(FO114)という。 
旧約聖書の士師記によると、デリラはサムソンに近づき「怪力の秘密」を聞き出そうす
る。四回目にして試みは成功し、サムソンは、自らが神に捧げられたナジル人で、髪の毛
をそり落とされたなら、超人的な力が自分から離れ去ってしまうことを打ち明けてしまう。
レンブラントが描いたのは、まさにデリラが超人的な力を象徴するサムソンの髪の毛をそ
り落とし、彼が眠りから覚めたとき「ペリシテ人が彼を捕らえ、その両目を抉り出し、彼
をガザまで連れ下った」4場面である。カネッティが絵画で目にしたのは、盲目の状態では
なく、失明の瞬間そのものであった。5 
『目を抉られるサムソン』の原題 Die Blendung Simsons には、字義的にも比喩的にも、サ
ムソンを盲目にすること、目を眩ますこと、そして刑罰として彼の目を抉り取るという意
味がある。これら一連の意味を同時に具現化するレンブラントの絵画の前にしばしば立っ
たカネッティは、後に作家としての第一歩を切り開いた小説のタイトルをこの絵画から継
承し、『眩暈』(Die Blendung 1935)と名付けた。「この小説のタイトルは、誰にも見わけがつ
かないようなかたちで、サムソンの失明の思い出（die Erinnerung an Simsons Blendung）を――
わたしが今日ですらあえて捨てようとはしない思い出を――保持していたのである」
（FO345）。 
                                                        
1 『群衆と権力』におけるカネッティのアナロジー的思考については、以下を参照せよ。古矢晋一：アナ
ロジーとコスモロジー――エリアス・カネッティ『群衆と権力』[『詩・言語』第 59 号、2003、36-65 頁]、
Peter Friedrich: Die Rebellion der Masse im Textsystem. München (Wilhelm Fink) 1999. 
2 Elias Canetti: Die Fackel im Ohr. Lebensgeschichte 1921-1931. Frankfurt/Main (Fischer) 1994, S. 110. ［以下、FO
と略記］以下、引用内の太字による強調はカネッティによる。なお、訳出にあたり、エリアス・カネッテ
ィ（岩田行一訳）：耳の中の炬火 伝記 1921-1931（法政大学出版局）1985 を参照した。 
3 この絵画は現在では概ね『サムソンの失明』と題されるが、『デリラの勝利』とも呼ばれる。ベルンハル
ト・グライナーは、カネッティによる題名の選択を、サムソンへの同一化の強い現われとして捉えている。
拙論が明らかにするように、カネッティは実際この絵画に「デリラの勝利」の瞬間ではなく、むしろ「サ
ムソンの失明」の瞬間を見てとっている。Vgl. Bernhard Greiner: >>Philister über Dir, Simson!<< Die Geschichte 
Simsons als jüdische Urszene interkulturellen Konflikts. Die Erzählung der Bibel und deren Aneignung durch Elias 
Canetti. In: Zeitschrift für Ästhetik und Allgemeine Kunstwissenschaft. Heft 44/1, Hamburg 1999, S. 123-139, hier S. 
131. 
4 （鈴木佳秀訳）旧約聖書Ⅳ ヨシュア記 士師記（岩波書店）1998、士師記 16:21、190 頁。 
5 FO133. 
 
ただ一つの意味に回収不可能な„Blendung“という言葉は、カネッティの直観的でアナロジ
ー的な思考がレンブラントの絵画を介して、異なる位相にあるさまざまな現象や事物を召
喚し、互いに接点のないそれらの現象・事物同士を――ジル・ドゥルーズの言をかりれば｢リ
ゾーム｣状に――結びつなげていく際の重要なキー概念である。本論は、絵画『目を抉られ
るサムソン』が、さまざまな現象・事物を召喚する経路をいかに開き、それらをリゾーム
状に結びつける場――まさに重層的な「サムソンの失明の思い出」の場――となっている
かをみていきたい。「ある種の盲目性を通してこそ、可視性が回復される」6のならば、失明
を指し示すレンブラントの絵画は、カネッティにどのような洞察――盲目の後に回復され
る叡知的な可視性――を与えたのだろうか。 
 
 
２．サムソンの失明――母と息子の桎梏 
レンブラントの絵画をめぐる、あるいは失明をめぐるエピソードは、自伝的物語の第二
部『耳の中の炬火 伝記 1921-1931』(1980)の絵画と同じ題名を付された章に書き記されて
いる。7 
この章は、本ばかり読む息子エリアスに対する母マティルデの非難で始まる。当時の彼
を最も苛んだのは、「お前は人生がどんなものかを知らないし、お前は目が眩んでいる、お
前は人生を知ろうともしない」(FO109)、という非難だった。「最悪なのはね、お前の目が
眩んでいることよ」(FO110)。「物知りになるだけでは怪物になれても人間にはなれない」8
という母親の指摘は、奇しくもカネッティとサムソンに共通する怪物性を示唆している。
自己目的化した読書と肥大化していく知識を現実と取り違え、そこから人生を学んだつも
りになっている息子は、他者との共存を知らず、超人的な力を欲望の赴くままに振り回す
サムソンと共に、目が見えているにもかかわらず盲目であることに気づかずにいる。母親
の非難は息子の「盲目性」に収斂する。 
当の絵画を目の前にしたとき、息子の視線はおのずから、自己の分身である眼を潰され
るサムソンに向いている。そこでは、サムソンが権能を剥奪され無力となって、ペリシテ
人たちの暴力に晒され、まさに失明の最中――右目は既に剣で突かれ、残された左目も今
にも突かれようとしている――であり、一方のデリラはそんな彼を尻目に、鋏と権能の象
徴である髪の毛を握り締め、その場から立ち去ろうとしている。サムソンが息子の分身で
あるならば、デリラの姿をかりているのは紛れもなく、息子から取り上げた本を握り締め
ている母親である。当時のカネッティを「恐れさせ、苦しめ、釘づけにしていたのがレン
ブラントの巨大な絵『目をくりぬかれるサムソン』であった」(FO113)のは、彼がこの絵画
に自身を「恐れさせ、苦しめ、釘づけにしていた」母との桎梏を見ていたからであろう。 
失明の瞬間は、視力剥奪、象徴的な去勢、権能剥奪の瞬間であるだけではなく、肉体の
盲目を身に負うことが、精神的な可視性のレトリックか文字通りの盲目を示す分岐点でも
                                                        
6 （安川慶治訳）歓待、正義、責任――ジャック・デリダとの対話[『批評空間』第 2 期 23 号、1999、192-209
頁]、206 頁。また、この点に注目し、カネッティの「絵画の読み」にみられる現実認識のモデルについて
論じた論文としては、以下のものが挙げられる。Gerhard Neumann: Vom Lesen der Bilder. Canettis imaginäre 
Lektüren zwischen Blendung und Vision. In: Canetti als Leser. (Hg.) Gerhard Neumann, Freiburg (Rombach) 1996, S. 
193-209.  
7 ピート・ファン・メーヴェンは、レンブラントの絵画『目を抉られるサムソン』がカネッティの『眩暈』
の構成と内容に与えた影響を分析し、さらには士師記の「サムソン」と『眩暈』にも多くの類似が見られ
ることを明らかにした。Piet van Meeuwen: Elias Canetti und die bildende Kunst von Bruegel bis Goya. 
Frankfurt/Main (Peter Lang) 1988. 
8 Elias Canetti: Die gerettete Zunge. Geschichte einer Jugend. Frankfurt/Main (Fischer) 1995, S. 324. ［以下、GZ
と略記］なお、訳出にあたり、エリアス・カネッティ（岩田行一訳）：救われた舌 ある青春の物語（法政
大学出版局）1997 を参照した。 
 
ある。つまり、盲目を身に負って洞察を得る予見者となるのか、それとも単なる盲者とな
って破滅するのか、失明は叡知的洞察か盲目的破滅か、いずれかの可能性に開かれている。 
この絵画との出会いの後、数年を経て、カネッティは小説『眩暈』を書き上げた。彼は、
小説の主人公の中国学者ペーター･キーンが現実に目を背け書物に埋もれ滅びゆくあり様
を自己批判的・自己言及的に描いてみせた。サムソンに次いでキーンはカネッティの第二
の分身である。強欲な妻テレーゼに書物を取りあげられ住居から追い出されるとキーンは
忽ち人々の暴力に晒される。書物に書かれた知識は何の役にも立たない。キーンもまた『目
を抉られるサムソン』の光景を身をもって反復するが、過酷な現実に対して以前にまして
固く目を閉じた彼には洞察ではなく破滅が待ちうけている。サムソンが神殿の柱ごと倒れ、
そこにいたペリシテ人たちを巻き込みながら死んでいく壮絶な最期は、キーンが書物の集
積した家の中で火をつけ、書物ごと炎上する最期と明らかな相似をなしている。 
象徴的にせよ、カネッティは『眩暈』の中で万巻の書を怪物的な自己の分身とともに焼
き尽くし、この焼け跡からの出立を次のように宣言した。「この作品とともにわたし自身の
洞察と経験が始まる」(FO344)。そしてこの宣言に従い、彼は『群衆と権力』で自身の経験
と洞察とを最重要事項として群衆の解明にとりくんだのである。一九二〇年代に自らが群
衆の一部となった、その切実な群衆経験を拠り所に、彼は群衆という不可解な現象を可能
な限り完全に、そしてナイーブに把握することが重要であると信じ、9既存のフロイトやマ
ルクスらの概念や理論にあてはめることを意識的に回避した。そうした理論的枠組みが優
れて有効ではあっても、それらが「特定のものだけを許容し、その他のものを排除する」10
からである。『群衆と権力』は、現象を観察して、その本質を新たに捉えようとする、まさ
にカネッティによる洞察が実践された場であった。 
 
 
３．デリラの憎悪――トラウマ的出来事からの覚醒 
３．１．絵画と経験――まどろみから覚醒へ 
『目を抉られるサムソン』を前にして、カネッティの視線はまず先に自らの分身である、
失明するサムソンにとまり、自身の盲目性と洞察とを直覚したのだった。そのサムソンの
失明と見事なコントラストをなしているのが、彼に注がれるデリラの強いまなざしである。
対照的な両者をドラマティックに際立たせている強烈な光と影のコントラストは、光の中
から闇の中に引きずり倒されたサムソンとともに、闇の中から光の中へ立ち去ろうとする
デリラがこの絵画のもう一人の主人公であることを物語っている。 
カネッティが視線をサムソンからデリラへずらすと、彼が同一化する対象も同時にサム
ソンからデリラへと一変する。 
 
この絵には、失明に向いたまま、それを決して断念しない一対の眼がある。一方の手
に鋏を、他方の手にはサムソンの切り取られた毛髪を持って勝ち誇りながら急ぎ去るデ
リラの両眼。彼女は自分がその毛髪をつかんでいる男を恐れているのか？ 彼女は彼が
なお一方の眼を持っている限り、それから逃れようとしているのか？ 彼女は彼を振り
返って見るし、失明させられる男の顔のうえに落ちているのと同量の光を浴びている彼
女の顔には、憎しみと殺意が現われている。彼女の口は半開きになっている。彼女はた
ったいま、「サムソンよ、ペリシテ人汝におよぶ！」と叫んだばかりなのである。 
〔……〕一方の目が潰されてから他方の目が潰される間に、彼女は彼を振り返って見
                                                        
9 Elias Canetti: Aufsätze Reden Gespräch. München (Carl Hanser) 2005, S. 253. 
10 Ebd., S. 253. 
 
る。〔……〕彼女は何を振り返って見るのか？ 失明させられた眼と、まさに失明させ
られようとしている眼とを。〔……〕彼女はサムソンから怪力を奪った。彼女は彼の力
をつかんでいるが、いまもなお彼を憎みかつ恐れており、この失明のことを覚えている
限り彼を憎むだろうし、彼を憎むために、いつもそれを思い出すだろう。(FO114) 
 
サムソンの失明は再度、デリラのパースペクティブから、憎悪という不穏な感情を伴っ
て語られている。それまで冷静さを保っていた語りは熱を帯び、11矢継ぎ早に発せられる問
いは、デリラが急ぎ去りながらも振り返って見ようとする憎悪の対象、すなわち失明の現
場に注意を促している。 
ここで重要なのは、失明の光景を視覚的に記憶に焼きつけるという彼女のしぐさが、カ
ネッティにとって空間的に「後ろを振り返って見る」(zurückblicken)だけではなく、同時に、
時間的に「追想する」(zurückblicken)ことをも表している点である。12「彼女は〔……〕こ
の失明のことを覚えている限り彼を憎むだろう
、、、、、
し、彼を憎むために、いつもそれを思い
、、
出
、
すだろ
、、、
う
、
」。カネッティはデリラがまだ失明が遂行中の現在にあって――「失明させられた
眼と、まさに失明させられようとしている眼」との合間で
、、、
――、失明とそれに随伴する感
情-憎悪を未来に「追想」することを直覚している、というのだ。 
しかしながら、カネッティがサムソンの失明と一対をなすデリラの見開かれた両目に読
み取った憎悪とは、明らかに当の絵画が指し示す以上のものに他ならない。これはどうい
うことか。 
彼がデリラに憎悪を発見したことは、これまでも過剰解釈として指摘されてきた。13カネ
ッティにおける絵画を研究したピート・ファン･メーヴェンの指摘どおり、彼女の表情から
「むしろはっきりと見てとれるのは、憎しみよりも勝利である」14。デリラの行動に関する
動機や心理的理由について、旧約聖書の士師記、レンブラントの絵画がともに明確な決定
を下していない箇所に、なぜカネッティは明確にサムソンに対する「憎しみと殺意」、さら
には「恐れ」を見てとったのか。それは、彼が絵画そのものを見ているのではなく、絵画
を通じて、絵画の余剰に他ならない彼自身が経験した憎悪と殺意に遭遇しているからであ
る。デリラのまなざしを端緒としてレンブラントの絵画に憎悪が召喚される様子を、彼は
次のように述べている。 
 
私はしばしばこの前に立ったし、この絵から憎悪とは何かということを習得した。私
は早い時期に、あまりにも早い時期に、つまり自分が遊び友達の少女を斧でなぐり殺そ
うとした五歳のときに、憎悪を感じた。感情が動いたそのときは、自分が何を感じたか
という自覚はない。まずはそれを目の当たりに、他の人々のうちに見なければいけない。
そのときにようやく感じたことを認識する。認識したこと、つまり以前に体験したこと
は、こうしてはじめて現実になる。当人が名指すこともできないまま、それは最初は当
人の内部で眠っているが、それから突如、それはそこに絵として存在し、他の人々の身
に起こることが、当人自身の内部に記憶として作り出される。いまや、それは現実なの
である。（FO114） 
                                                        
11  Vgl. Waltraud Wiethlöter: Sprechen–Lesen–Schreiben. Zur Funktion von Sprache und Schrift in Canettis 
Autobiographie. In: Deutsche Vierteljahrsschrift für Literaturwissenschaft und Geistesgeschichte. Heft 64, 1990, S. 
149-171, hier S. 167. 
12 Vgl. Greiner, a. a. O., S. 137. 
13 Vgl. van Meeuwen: a. a. O., S. 62f., Greiner: ebd., S. 133f., Kristie A. Foell: Blind Reflections: Gender in Elias 
Canetti’s Die Blendung. New York (Ariadne Press) 1994, S.68-72.  
14 van Meeuwen: ebd., S. 62. 
 
 
絵画は、カネッティがまだブルガリアのルスチェクにいた五歳の頃、祖父の屋敷の中庭
で従姉にあたるローリカを斧で殴り殺そうとした事件と結びついている。ところが、この
事件に随伴する感情-憎悪の認識は、彼のもとに遅延して、しかも不意に到来する。「感情が
動いたそのときは、自分が何を感じたかという自覚」がなく、「名指すこともできない」。
十分意識できなかった自覚なき経験、自らの過去は、指示対象になりえないために、それ
が何らかの表象の形をとって「突如」到来するのを待つことなく待つしかない。カネッテ
ィの場合、ローリカに抱いた当時の感情に対する遅ればせの現実認識と記憶化を可能にし
たのは、レンブラントの絵画であったといえるだろう。こうして、絵画のデリラは彼にと
ってかつての憎悪と殺意が可視化された表象となる。 
このような特定の絵画と特定の経験が不可分に結ばれる、稀有な呼応関係をカネッティ
は絵画の、そして同時に経験の「まどろみからの覚醒」としてとらえている。名指されえ
ぬ経験も絵画と邂逅するまで「当人の内部で眠っている」のだった。一方、「絵画が目覚め
るためには彼の経験を必要とする。つまり、誰もが絵画を覚醒させるような経験を伴いな
がら、それを眺めることができるとは限らないために、絵画は何世代にもわたってまどろ
んでいるのだ。」(FO110)。ローリカ殺害未遂事件は絵画『目を抉られるサムソン』として、
さらにつきつめれば当の憎悪と殺意はデリラとして覚醒する。 
あまりに早く、あまりに突然に体験してしまったために、目の前で生起しているにもか
かわらず皮肉にも十分意識することができないものが、遅延して立ち戻ってくる現象をト
ラウマというならば、15カネッティが経験した自覚なき経験はトラウマ的体験であったとい
える。今や、「あの時・あの場所」――五歳当時のルスチェクの祖父の家――で生起した出
来事が、遅まきに、しかも不意に「いま・ここ」に絵画として「覚醒」する。では、もう
少し詳しくローリカ殺害未遂事件を見ていくことにしよう。 
 
 
３．２．殺害未遂、殺人の禁止、憎悪の忘却 
四歳年上の従妹ローリカとカネッティは「離れることのできない遊び友達」(GZ39)で、
「いつも同じことを望むほど愛し合っていた」(GZ39)。ところが、彼女は学校へ通い始め
読み書きを学ぶようになると、カネッティと文字を共有するのを拒絶する。 
 
ローリカはそれ〔筆記帳〕をわたしの目の前で厳かに開くと、そこにはかつて見たあ
らゆるものにもましてわたしを魅了した文字がいくつも青いインキで書かれていた。し
かし、わたしがそれに触れようすると、突然彼女の表情が険しくなった。彼女はそんな
ことをしてはいけない、そうしていいのは自分だけだ、筆記帳を手放すことを自分は禁
じられている、と言った。わたしはこの初めての拒絶にひどく狼狽した。 
それ以来、彼女はわたしを筆記帳に寄せつけなかった。筆記帳はじきに数を増し、わ
たしにはそのどれもが羨ましいことを彼女はよく知っていて、やがてある恐ろしい遊び
が始まった。彼女はわたしに対してすっかり人が変わってしまい、わたしの幼さを思い
知らせるのだった。毎日毎日彼女はわたしに筆記帳をねだらせ、それを拒んだ。彼女は
わたしを甘言で釣っておいて苦痛を引き伸ばす術を心得ていた。こうした事態が破局を
惹き起こすに至ったことを、たとえそれが予想を絶するものであったとしても、わたし
は不思議に思わない。(GZ40) 
 
                                                        
15 キャシー・カルース（下河辺美知子訳）：トラウマ・歴史・物語（みすず書房）2005、7 頁参照。 
 
ローリカとカネッティのやりとりは、サムソンとデリラとの間で行われた「怪力の謎」
をめぐるやりとりを反復している。毎日筆記帳をねだらせておいてそれを拒むローリカは、
デリラに怪力の秘密をたずねさせてははぐらかすサムソンのように、「甘言で釣っておいて
苦痛を引き伸ばす術を心得て」おり、カネッティに文字の専有をみせつけ分配を拒み続け
ている。 
ローリカとの関係には文字によって亀裂が生じ、自他一体的な存在へ備給していた愛情
は、自分を排除し続ける見知らぬ存在への憎悪へ転化する。そしてついにある日、カネッ
ティは彼女から文字を奪って彼女の存在そのものを抹消しようと、中庭にあった斧を真っ
すぐ捧げ持って「アゴラ・ボ･マタル・ア･ローリカ！（じきに僕はローリカを殺してやる
ぞ！）」という言葉を唱えながら少女に襲い掛かったのである。殺人を宣言する彼の言葉に
デリラの叫び声「サムソンよ、ペリシテ人汝におよぶ！」が共鳴する。そして、カネッテ
ィはデリラのように少女から文字が書かれた筆記帳――またもや本――を奪い、勝ち誇り
ながら振り返って彼女を見すえる――筈であった。 
ところが、ローリカ本人とカネッティ家の法の体現者である祖父によって殺人の遂行は
二重に阻止される。 
 
斧を両手で高く捧げ持っているわたしを見て、彼女は金切り声をあげて逃げ出した。
彼女は、まるでもうわたしに斧で殴りかかられ、それが命中してしまったみたいに金切
り声をはりあげた。彼女はひっきりなしに金切り声をあげて、わたしが断固としてさほ
ど大声ではないにせよ、「アゴラ・ボ･マタル・ア･ローリカ！」とひとり唱え続けてい
た鬨の声をやすやすとかき消してしまった。(GZ41) 
 
来るべき断末魔の叫びを先取りしたローリカの金切り声は、殺人を予告するカネッティ
の声をかき消し、そこに祖父が現われ「神自身のごとく激怒しつつ、ステッキを振り翳し
ながらわたし〔カネッティ〕に立ち向かい、斧をもぎ取った」(GZ264)。カネッティの声は
少女の声によってかき消され、彼の斧は祖父のステッキに取って代わられ、彼女の代わり
に彼が打ちのめされることで、殺人は未遂に終わる。そしてカネッティには直ちに祖父か
ら殺人の禁止命令が下され、彼の「自分の人生における本来の禁止、原=禁止」(GZ265)と
して刻み込まれたのだった。16「殺人が成功した暁の結果として話に聞かされた身の毛もよ
だつ光景、つまり割れた頭、あふれ出る脳味噌」(GZ266)という幻の光景は、彼が殺人の禁
止を遵守するための「最も効果的な脅迫」(GZ266)となった。 
祖父による「殺す勿れ」という法=禁止命令は、当時五歳のカネッティに殺人を禁じただ
けではなく、それに伴う感情――殺意・憎悪・恐れ――をも抑圧した。そうした感情は、
名指されえぬものとして、レンブラントの絵画に遭遇するまで彼の内部に封じられたので
ある。 
『目を抉られるサムソン』に描かれているのは、盲目の状態ではなく失明の瞬間であっ
た。その瞬間は、「失明させられた眼と、まさに失明させられようとしている眼」が表す、
「まだ盲目ではなく、それはいよいよ盲目になろうとしている」(FO114)合間
、、
として可視化
                                                        
16 カネッティの父方の祖父は、絶対的な法の執行者（死刑判決とその執行）として君臨し、一族の構成員
に対しては殺人の禁止を命じ、法を遵守させたのである。支配領域を象徴する屋敷の中庭で、祖父は孫エ
リアス・カネッティに対し殺人の禁止を命じたが、まさしくその場所は、カネッティ一族の家父長である
自分の意に背いてブルガリアからイギリスへ渡った実の息子ジャック（エリアスの父親）を厳かに呪った
場所でもあった。イギリスへ渡って間もなく、ジャックは突然倒れ帰らぬ人となる。カネッティにとって
ローリカ殺人未遂（法の抵触）、祖父の呪い（死刑判決）、父親の死（死刑執行）という三つの出来事は連
動しており、彼は後の二項を特に「死刑判決とそれを執行させる命令とに対する初期の恐怖」(GZ240)と
してとらえた。 
 
されていたのだった。この合間こそが、カネッティがいよいよ殺人を遂行しようとローリ
カに振りかざした斧を振りおろそうとする合間を、しかもその殺人遂行がまさにその合間
で、中途のまま宙吊りにされてしまったことを見事に示しているのである。そして、その
合間に充満していたのが、殺意、憎悪、恐れであった。そうした強烈な感情がこの絵画に
よって呼び覚まされる理由は、ここにある。 
デリラは「殺す勿れ」という法のもとに抑圧・忘却させられた感情をカネッティに代わ
って指し示している。彼女が記憶として目に焼きつけたのは、いみじくもこの絵画の前に
立つカネッティが抑圧・忘却させられたものであった。彼が絵画から、中でもデリラから
受けとった、あるいは取り戻したものとは、彼自身の抑圧・忘却された、名指されえぬ過
去だったのである。 
 
 
４．まとめ 
絵画はカネッティが現実として直観したものを可視化する媒体として、重要な意味をも
っている。本論は、カネッティがレンブラントの絵画『目を抉られるサムソン』のサムソ
ンとデリラそれぞれの姿に自分を重ねることで、絵画を介して二つの異なる位相にある出
来事が召喚されることを明らかにした。まず、彼は失明するサムソンに自分自身を、そし
てデリラには自分から書物を取り上げようとする母を見てとり、その構図から自分自身の
現実に対する盲目性と洞察を直覚したのだった。次に、彼がサムソンとは対照的に両目を
見開くデリラに自らを重ね合わせたとき、絵画はそれまでとは違った様相を帯びはじめ、
彼の幼少期のトラウマ的な出来事へ、つまり筆記帳を覗き込むのを惨い仕方で拒み続けた
少女を斧で殺そうとした事件へと経路を開いた。祖父から下された殺人の禁止命令は、殺
人を未遂に終わらせると同時にカネッティの憎悪もまた抑圧し、それは彼がレンブラント
の絵画と邂逅するまで、名指されないまま彼の内部で眠り続けることとなった。 
カネッティが絵画を介して実践したのは、ドゥルーズ的な「リゾーム」状の思考形式で
あった。すなわち、接点のないそれぞれの要素が自由に接合されうる、アナロジーや直観
に依拠した、非体系的、非弁証法的な思考の動きである。この思考の運動の中にこそ、複
数の要素からなる「サムソンの失明の思い出」が重層的かつ同時に保持されうるのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Rembrandt Harmensz van Rijn (1606-1669) 
Die Blendung Simsons (1636) 
Öl auf Leinwand, 205×272 cm 
Städel Museum, Frankfurt am Main 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
